
【
資
料
】

全
国
臨
時
教
職
員
問
題
学
習
交
流
集
会
（
全
国
集
会
）

開
催
の
あ
ゆ
み
（
一
覧
）

一
九
六
九
年

高
知
県
で
「
青
年
教
師
の
会
」
結
成

 
 
 
 
 
 

同
「
第
一
回
助
教
諭
講
師
集
会
」
開
催

 
 
 
 
 
 

同
「
高
知
県
臨
時
教
員
サ
ー
ク
ル
協
議
会
結
成
」

 
 
 
 
 
 

同
「
臨
時
教
員
の
告
発
」
発
行

一
九
七
○
年

全
国
教
育
研
究
集
会
に
臨
時
教
職
員
が
臨
時
教
員
問
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
初
参
加

 
 
 
 
 
 

高
知
県
で
「
臨
時
教
員
制
度
廃
止
高
知
県
実
行
委
員
会
」
結
成

 
 
 
 
 
 

同
『
嘆
き
を
怒
り
に
』（
民
衆
社
）
発
行

八
月
、
日
本
生
活
教
育
連
盟
研
究
集
会
（
岐
阜
）
の
な
か
で
、「
臨
時
教
員
問
題
懇
談
会
」
を
開
催

そ
の
懇
談
を
と
お
し
て
、
全
国
「
臨
時
教
員
制
度
を
告
発
す
る
」
青
年
教
師
の
会
が
誕
生
（
事
務
局
は
高
知
県
に
）

一
九
七
一
年

一
月
の
全
国
教
育
研
究
集
会
（
東
京
）
期
間
中
に
第
一
回
全
国
臨
時
教
員
学
習
交
流
集
会
を
開
催
（
主
催
は
全
国
「
臨
時
教
員
制

度
を
告
発
す
る
」
青
年
教
師
の
会
と
臨
時
教
員
制
度
廃
止
高
知
県
実
行
委
員
会
）

 
 
 
 
 
 

同
年
八
月
に
、
第
二
回
全
国
臨
時
教
員
学
習
交
流
集
会
を
開
催
（
東
京
集
会
、
以
後
八
月
に
開
催
）

一
九
七
二
年

第
三
回
・
滋
賀
集
会
（
準
備
は
京
都
）

一
九
七
三
年

第
四
回
・
沖
縄
集
会

一
九
七
四
年

第
五
回
・
高
知
集
会

一
九
七
五
年

第
六
回
・
静
岡
集
会

一
九
七
六
年

第
七
回
・
三
重
集
会

一
九
七
七
年

第
八
回
・
徳
島
集
会 

 
 

大
槻
・
坂
本
・
三
輪
編
『
明
日
の
教
師
た
ち
〜
臨
時
教
員
の
実
践
と
た
た
か
い
』（
民
衆
社
）

一
九
七
八
年

第
九
回
・
岡
山
集
会

一
九
七
九
年

第
一
○
回
・
新
潟
集
会

一
九
八
○
年

第
一
一
回
・
京
都
集
会 

 

「
全
国
臨
時
教
員
問
題
連
絡
会
」
と
改
称
（
略
称
・
全
臨
教
）

一
九
八
一
年

第
一
二
回
・
埼
玉
集
会

一
九
八
二
年

第
一
三
回
・
高
知
集
会 

 

一
九
八
三
年

第
一
四
回
・
宮
城
集
会 

 

三
輪
編
著
『
教
員
政
策
と
青
年
教
師
』（
民
衆
社
）

一
九
八
四
年

第
一
五
回
・
愛
知
集
会 

 

神
田
・
三
輪
著
『
教
師
の
採
用
』（
有
斐
閣
）

一
九
八
五
年

第
一
六
回
・
香
川
集
会 

 

※
こ
れ
以
後
、
臨
時
教
員
の
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
適
用
を
求
め
る
運
動
、
各
地
で
広
が
る

一
九
八
六
年

第
一
七
回
・
長
野
集
会

一
九
八
七
年

第
一
八
回
・
広
島
集
会 

 

一
九
八
八
年

第
一
九
回
・
山
形
集
会 

 

鎌
田
著
『
教
育
に
臨
時
は
な
い
』（
民
衆
社
）

一
九
八
九
年

第
二
○
回
・
埼
玉
集
会

一
九
九
○
年

第
二
一
回
・
京
都
集
会

一
九
九
一
年

第
二
二
回
・
宮
城
集
会

一
九
九
二
年

第
二
三
回
・
大
阪
集
会 

 

※
教
員
採
用
選
考
情
報
の
公
開
運
動
は
じ
ま
る
（
以
後
各
地
で
公
開
請
求
活
動
）

一
九
九
三
年

第
二
四
回
・
群
馬
集
会 

 

※
同
時
に
臨
時
教
員
経
験
者
の
採
用
化
と
補
充
教
員
制
度
の
本
格
的
な
検
討
は
じ
ま
る

一
九
九
四
年

第
二
五
回
・
三
重
集
会

一
九
九
五
年

第
二
六
回
・
新
潟
集
会

一
九
九
六
年

第
二
七
回
・
広
島
集
会 

 

文
部
省
「
教
員
採
用
に
お
い
て
臨
時
経
験
を
含
む
教
職
経
験
を
正
当
に
評
価
す
る
よ
う
」
通
知

高
知
県
教
職
員
組
合
に
よ
る
「
臨
時
教
員
制
度
・
教
員
採
用
制
度
の
改
善
を
め
ざ
し
て
」
第
一
次
提

言



一
九
九
七
年

第
二
八
回
・
青
森
集
会 

 

全
国
私
教
連
、「
講
師
問
題
交
流
集
会
」
を
こ
の
年
よ
り
毎
年
開
催

一
九
九
八
年

第
二
九
回
・
高
知
集
会 

 

高
知
県
「
産
育
休
の
代
替
に
正
規
教
員
を
充
て
る
こ
と
に
よ
る
臨
時
教
員
の
縮
減
」
を
打
ち
出
す

全
国
私
教
連
、
職
場
討
議
資
料
「『
教
育
に
臨
時
は
な
い
』
─
私
学
に
お
け
る
講
師
問
題
を
考
え
る
た

め
に
─
」
を
作
成

一
九
九
九
年

第
三
○
回
・
愛
知
集
会 

 

教
養
審
第
三
次
答
申
「
試
験
問
題
公
開･

教
員
経
験
尊
重
」
を
答
申

※
愛
知
『
身
分
な
き
教
師
た
ち
〜
愛
知
の
臨
時
教
員
運
動
二
○
年
の
あ
ゆ
み
』

二
○
○
○
年

第
三
一
回
・
東
京
集
会 

 

長
崎
県
で
「
臨
時
教
員
の
特
別
選
考
」
開
始

※
教
員
採
用
選
考
問
題
の
公
開
広
が
る

二
○
○
一
年

第
三
二
回
・
京
都
集
会 

 

文
科
省
、
非
常
勤
の
乱
用
に
つ
な
が
る
「
定
数
く
ず
し
」
の
方
針
を
拡
大

高
知
県
教
職
員
組
合
・
高
知
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
教
育
改
革
提
言
検
討
委
員
会
に
よ
る
「
高
知

の
教
育
改
革
提
言
─
検
証
『
土
佐
の
教
育
改
革
』
─
」
で
「
臨
時
教
員
制
度
・
教
員
採
用
制
度
の
改

善
」
の
第
二
次
提
言

二
○
○
二
年

第
三
三
回

静
岡
集
会 

 

高
知
県
教
委
に
よ
る
試
験
問
題
不
開
示
決
定
に
関
す
る
裁
判
で
、
最
高
裁
は
不
開
示
の
取
り
消
し
を

求
め
る
判
決
を
出
す

二
○
○
三
年

第
三
四
回

島
根
集
会 

 

「
臨
時
教
職
員
制
度
の
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
」
と
改
称
（
略
称
・
全
臨
教
）

愛
知
県
個
人
情
報
保
護
審
議
会
答
申
「
面
接
所
見
欄
情
報
の
開
示
」（
全
国
初
）

二
○
○
四
年

第
三
五
回

香
川
集
会 

 

香
川
で
も
教
員
採
用
情
報
の
公
開
に
大
き
く
踏
み
出
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
変
更
（
総
額
裁
量
制
）
に
よ
っ
て
非
正
規
配
置
の
拡
大
助
長
へ

二
○
○
五
年

第
三
六
回

埼
玉
集
会 

 

高
知
県
教
職
員
組
合
教
員
採
用
制
度
検
討
委
員
会
に
よ
る
「
臨
時
教
員
制
度
・
教
員
採
用
制
度
の
改

善
を
め
ざ
し
て
」
第
三
次
提
言

全
国
連
絡
会
と
し
て
初
の
出
版
『
教
育
に
臨
時
は
な
い
ー
教
師
の
良
心
を
か
け
て
ー
』（
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
Ａ
）

二
○
○
六
年

第
三
七
回

滋
賀
集
会 

 

戦
後
教
育
理
念
を
否
定
す
る
教
育
基
本
法
改
悪
法
案
が
国
会
に
上
程
（
一
二
月
に
法
案
成
立
）

憲
法
・
教
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現
が
臨
時
教
職
員
制
度
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
を
集
会
で
確
認

義
務
教
育
費
国
家
負
担
制
度
の
変
更
（
負
担
率
三
分
の
一
へ
）

二
○
○
七
年

第
三
八
回

千
葉
集
会 

 

教
員
採
用
講
座
の
取
り
組
み
が
各
地
の
取
り
組
み
と
し
て
広
が
り
、
多
数
の
参
加
を
実
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

非
正
規
問
題
が
社
会
問
題
と
し
て
広
が
る

二
○
○
八
年

第
三
九
回

大
阪
集
会 

 

六
月
、
大
分
県
で
教
員
人
事
汚
職
事
件
が
発
覚

七
月
、
全
国
連
絡
会
の
見
解
を
公
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
科
省
の
採
用
実
施
県
市
へ
の
実
態
調
査
実
施

こ
れ
以
後
、
選
考
情
報
の
公
開
拡
大

二
○
○
九
年

第
四
○
回

青
森
集
会 

 

新
た
な
臨
時
教
職
員
問
題
の
改
善
に
向
け
て
、
青
森
県
で
市
民
組
織
を
立
ち
上
げ
、
集
会
を
準
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集
会
で
は
公
正
な
採
用
制
度
や
採
用
講
座
の
あ
り
方
を
検
討

二
○
一
○
年

第
四
一
回

宮
城
集
会 

 

教
育
に
お
け
る
非
正
規
問
題
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
注
目
さ
れ
る
な
か
で
、「
教
育
に
臨
時
は
な
い
―
つ

な
が
ろ
う

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
と
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
集
会
を

開
催

二
○
一
一
年

第
四
二
回

愛
知
集
会

東
日
本
大
震
災
（
三
・
一
一
）
被
災
地
の
思
い
を
受
け
と
め
な
が
ら
、「
い
ま
語
る
「
臨
時
教
員
の
人

間
宣
言
」
―
教
育
の
未
来
と
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
て
」
を
集
会
テ
ー
マ
に
、
三
回
目
の
愛
知

集
会
を
過
去
最
高
の
参
加
者
数
（
四
七
○
人
）
で
開
催
。
全
臨
教
の
会
則
改
正
を
行
う
。

二
○
一
一
年
八
月
一
二
日
時
点

﹇
作
成
﹈

臨
時
教
職
員
制
度
の
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会

http://www7b.biglobe.ne.jp/~tadasi/zenrinkyou1.html


